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１ ノーマイカー運動実施報告        ２ ひかりエコフェスタ 2019 への出展 

３ エコスタイルセミナー見学会の実施 ４ 光市省エネ活動ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ～冬季の部～の実施 

 

 
これまでの活動を下記のとおり報告します。引き続きご協力をお願いします。 
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下期の活動報告 

１ ノーマイカー運動の推進 

〈２〉市民一斉ノーマイカー運動推進キャンペーンの実施 

毎月最終金曜日に、バスの乗車運賃を半額化する、「市民一斉ノーマイカー運動推

進キャンペーン」を光市と協働で実施し、今年度の利用枚数は１,６８５枚（２、 

〈１〉会員一斉ノーマイカー運動の実施結果報告 

6 月 2０日（木）、県内一斉ノーマイカーデーの１０月 18 日（金）及び１２月１９日（木）

に会員一斉ノーマイカー運動を実施しました。参加者及び効果は次のとおりです。 

 事業所 団体 個人 削減距離 削減効果 

6 月 ５社 ０団体 ５名 12,256.7km 2843.6kg-CO₂ 

10 月 3 社 ０団体 6 名 1,603km  371.8kg-CO₂ 

１２月 ３社 ０団体 3 名 4,295km   996.0kg-CO₂ 

合計 ５社 ０団体 7 名 18154.7 km 4211.4 kg-CO₂ 

※本年度の削減効果(kg-CO₂)は A４用紙６７９，２５８枚分の消費量に相当します。引き続き、ノーマイカー運動へのご参

加と定期的なご報告をよろしくお願いいたします。 

令和元年１2 月８日（日）に大和総合運動公園

で開催された「ひかりエコフェスタ２０１９」に

て、山口県地球温暖化防止活動推進センターと協

働で地球温暖化対策啓発のためのブースを出展

しました。 

会場となった大和総合体育館アリーナ内にお

いて、自転車発電機や白熱電球と LED 電球の電

気使用量の比較体験、温暖化についてのクイズパ

ネルを来場者に体験してもらいました。 

こういった地道な啓発活動が地球温暖化防止

を推進する上で大切であることをあらためて実

感しました。 

２ ひかりエコフェスタ 2019 への出展 

。 

  

 

参加者に自転車発電のやり方を説明する有竹会長 

3 月分を除く）となりました。次年度も引き続きキャンペーンに協力しますので、皆様も公

共交通機関をできるだけ利用し、温室効果ガスの排出削減にご協力ください。 



 

令和元年１１月２８日（木）にエコス

タイルセミナー見学会を実施し、美祢市

のジオパワーシステム秋芳体感館・秋芳

工場と防府市の株式会社ブリヂストン 

防府工場を見学しました。 

 株式会社ジオパワーシステムでは、地

中熱利用換気システム（GEO パワーシ

ステム）について教えていただきまし

た。地中熱は地盤の特性により夏は比較

的冷たい空気を、冬は暖かい空気を地中

から室内に取り込むエコなシステムだ

と 
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４  光市省エネ活動ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ ～冬季の部～の実施 

家庭の１２月の１か月間における電気使

用量の削減率を競う「光市省エネ活動キャ

ンペーン 201９」を実施し、実践的な省エ

ネルギー運動を展開しました。今回は 64

世帯が参加し、そのうち 56 世帯から報告

があり、削減に成功した家庭は 43 世帯に

なりました。 

キャンペーン期間中に多様なエコ活動に

取り組む企画「エコ活動宣言」では、マイ

バッグやこまめに照明を OFF 等の取組み

が多くありました。成績上位 30 世帯には

マルキュウグループ商品券を贈呈します。 

地球温暖化防止には家庭部門での温室効

果ガス削減が重要なことから、今後も引き

続き、省エネ運動の取組みを進めてまいり

ます。 

ということを学びました。その後、システムが導入されているモデルハウスと工場を見学し、地

中熱の力と再生可能エネルギーとしての活用法を学びました。 

午後からはブリヂストン防府工場を訪問し、はじめに世界一大きなタイヤの前で記念撮影をし

ました。次にタイヤができるまでの工程を職員の方に映像を用いて説明していただいた後、工場

内の見学に向かい、タイヤの成型→加硫→検査の工程を見学しました。タイヤの成型行程は想像

していたよりも人の手で作業されていることが多く、タイヤの転がり抵抗の低減や軽量化、車の

燃費向上による走行時の CO2排出量の削減や耐久性の向上など、経済性や環境性に富んだものづ

くりが行われていることに参加者の方々も感心されていました。 

３ エコスタイルセミナーの実施 
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削減率１位は、 

４1．6％ 

でした！ 

削減率別の世帯数 

・照明器具をLED照明への取り替え  ・エアコンの自動運転設定 

・電気単価の高いデイタイムの時間帯（10 時～17 時）を避けた

電化製品の使用  ・湯たんぽの使用 

・家族が１部屋で過ごす（ウォームシェア） 

◎参加者から寄せられた省エネ方法 

 


